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研修報告書

氏名：家里　明日美

所属：信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター

研修期間：平成29年　2月　 1日　～　平成30年　3月　31日

研修場所：信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター

受講動機：専門分野が乳腺内分泌外科ですが、その診療の中で関わる遺伝性乳癌に関する遺伝カウンセリングを学び、自分でもカウンセリングができるようになるため受講しました。


研修内容：
火曜午後、金曜午後：遺伝子医療研究センター、遺伝カウンセリングに参加。

研修成果：
一般の方は「遺伝」に、普段あまり関わらないと思いますが、理解するのが難しく、且つ家族に関わる非常に繊細な分野について、患者さんにわかりやすいように説明する難しさを学びました。
特に遺伝性乳癌卵巣癌症候群に関しては、遺伝性素因の有無について知ることが、患者や血縁者にとって大変有意義なものであることが分かりました。乳腺内分泌外科の診療の中でも、患者への「遺伝性乳癌」に関する対応が大きく変化したと思います。


その他（感想・要望・反省点、等）：
